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⑸ 多様な市民の交流 

【活動スペース機能の利用イメージ】 

 

 

 

 

 

  

※10/24 配布資料を修正 
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６ 施設整備方針 

 

⑴ 建物計画の基本的な考え方 

【施設運営のあり方について】 

・施設整備にあたっては、機能的なまとまりとともに、管理動線の効率化や視認しやす

いレイアウト構成を念頭に設計を進め、利用者にとって利用しやすい施設とするほ

か、同時に貸室部分では高い稼働率を目指し、効率的に運用が可能となるよう工夫し

ます。また、施設が永く市民に親しまれ、利用されるため、時代や利用者ニーズの変

化に柔軟に対応し、定期的サービス内容等の見直しを行うなど、市民とともに育つ施

設を目指します。 

 

     【周辺環境にふさわしい施設計画】 

・施設は小金井市の特徴である豊かな自然をモチーフとして、桜や緑の保存・移植・植

樹などにより、「小金井市の景観にふさわしい建物」となるよう検討します。 

 

   【市民のシンボルとなる施設計画】 

  ・建物は中央線の車窓からも視認できる位置にあります。施設が福祉活動の拠点とな

り、小金井市民にとってシンボルと感じられるような、木を用いるなど温もりのある

優しい外観を検討します。 

 

   【スケルトン・インフィル方式の活用】 

・多目的での活用が可能なスペースを確保することや可能な範囲においてスケルトン・

インフィル方式（※）を取り入れ、限定的な部屋をつくるのではなく、社会のニーズの

変化に柔軟に対応できる空間を目指します。 

 

 

 

 

※【施設運営のあり方について】、【スケルトン・インフ
ィル方式の活用】については、10/24 配布資料から記載
位置を移動 
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【アプローチ環境の向上】 

・大きな庇で施設の表情を持たせるなど、来館者をやさしく迎え入れるアプローチ空間

を目指します。 

・ベンチや木陰空間を設けるなど、歩道空間の環境の向上を目指します。 

 

【地産地消を推進する施設】 

・多摩産木材を多用することで温もりあるインテリアを計画、また福祉器具販売や作品

展示ができる空間を備え地域力の醸成を目指します。 

 

【近隣への配慮】 

・周辺住戸に対して日影や圧迫感に配慮した配置計画、外壁に木を使ったデザイン、壁

面緑化・屋上緑化など近隣への配慮を十分に行います。 

 

【エントランス・受付カウンター】 

   ・見通しの良いエントランスや、情報ディスプレイに館内の予定を掲示するほか緊急時

には文字表示で告知等、必要な情報がすぐ理解できるように検討します。 

・電動車椅子の利用も考えた高さを検討します。 

・携帯型の磁気ループの配備を検討します。 

 

【エレベーター計画】 

・非常時にエレベーター内から手話等でメッセージが送れるよう、エレベーター内外に

モニターを設置し、エレベーターホールや事務室で異常を察知できるよう配慮しま

す。 

 

【内装計画】 

・腰壁や巾木の色を際立たせ、床と壁の色の違いをはっきりとさせ、通路の場所や方向

性をわかりやすくなるよう配慮します。 

・壁の色は白くすると眩しいため、アイボリー系色等の目に優しい色を検討します。 

 

【サイン計画】 

・高齢者、弱視者の視認性に配慮した色彩計画を検討します。 

・音声誘導サイン、点字サインを併設し、誘導ブロックは車いす等の支障のないよう突

起の低いものを検討します。 

・壁平付サインは角を取り、取付高さは車椅子使用者の目線にも配慮します。 

・トイレピクトサインの色・形状は一般的な色を検討します。 

・適切にサインを設置し、情報過多とならないよう配慮します。 
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【避難誘導計画】 

・火災報知器等に連動する非常放送、警報ランプの設置を検討します。 

・階段入口付近の避難誘導灯は、フラッシュ点滅タイプの設置を検討します。 

 

【トイレ計画】 

・誰でもトイレは車いす使用者、オストメイト使用者、おむつ等交換者を優先します。 

・視覚障がい者にとって誰でもトイレは広く使いづらいため一般トイレに誘導します。 

・洗浄操作ボタン、手摺は壁の色と差をつけ、非常時呼出装置は設置位置を検証しま

す。 

・トイレブースが使用中であることを分かりやすくするサインの設置を検討します。 

 

【子どもの育ちと子育ての支援拠点】 

・就学前の乳幼児とその保護者が安心して気軽に遊べる場、交流できるつどいの場を提

供するとともに、相談については、プライバシーに配慮した相談室の設置を検討しま

す。また、保育付き事業実施にあたり、専用の保育室を設けます。 

・可能な限り壁を減らし、背の低い家具・置物等でレイアウトすることで、見通せる空

間をつくり、安全に配慮した環境を目指します。 

・ベビーカーの利用者が多いことが見込まれるため、ベビーカー置場を検討します。 

・授乳やおむつ替え等ができる設備を検討します。（赤ちゃん休憩室の設置） 

・東京都の「赤ちゃんふらっと」の基準を満たす設備となるよう配慮します。（トイ

レ、授乳室等）。 

・トイレトレーニングが行えるよう、幼児用トイレ等の器具・設備の設置を検討しま

す。 
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⑵ 外構計画の検討 

ア 緑化計画・環境配慮について 

【地球環境に配慮した建物】 

・小金井市環境基本計画における将来の環境像、「～緑・水・生き物・人・・・わたした

ちが心豊かにくらすまち 小金井～」の実現に向けて、８つの基本目標に配慮した計

画とします。空調設備や照明器具等、太陽光発電等を十分考慮し、自然換気と自採光

の得やすい構成とします。中水利用や太陽光利用については初期費用とのバランスに

配慮した検討をします。また、敷地内の緑地スペースの確保や屋上緑化を積極的に行

い、小金井らしい景観形成を目指します。 

 

イ 駐車場・駐輪場計画について 

【駐車場計画】 

・車による来館者に配慮し、施設入口近くに車寄せ・乗降スペース等を予定します。 

・地域保健・福祉サービスの拠点でもあることから、施設利用者の利便性や、障がい者

や高齢者等に配慮して、障がい者用を含め、駐車場はできる限りゆとりをもった駐車

場を敷地内に整備します。 

 

【自転車駐輪場配置計画】 

・施設への交通手段として、多くの利用が予想される自転車の駐輪場を整備します。ま

た、利用対象者を考慮し、高齢者用自転車や幼児２人用自転車等も駐輪しやすい、ゆ

とりある駐輪スペースの確保に努めます。 
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⑶ 建物の空間イメージ 

新福祉会館は新庁舎と同敷地に計画されるため、庁舎との建て方（単独整備、併設整

備、合築整備等）によって、新福祉会館は４階建て、５階建て、６階建てとなることが想

定されます。これら３種類の空間イメージをもとに、機能間の連携について検討を行いま

した。以下に概要を記載します。 

 

【共通事項】 

・階によるゾーニングを明確にし、各機能の独立性と連携性を図ります。 

・１階はマルチスペースを中心に気軽に入りやすいエントランスと、福祉総合相談窓口

による相談のコーディネート機能を予定します。 

・中間階には保健センター、子ども家庭支援センター、ファミリー・サポート・センタ

ー、ボランティア・市民活動センター、（仮称）小金井市市民協働支援センターを計

画し、保健センターはできる限り、１フロアに計画します。 

・ボランティア・市民活動センターと（仮称）小金井市市民協働支援センターは、多目

的スペース等の活動場所と隣接させ、市民の活動に近い配置とします。 

 

 

【６階建て断面イメージ】 

【６階建て 特徴】                     

・貸室機能、事務機能をそれぞれ１フロアにまとめることが可能 

・保健センターを健康相談と事務室等のフロアに分けて計画 

・建築面積が５階建て、４階建てと比べ小さくなるため、外構計画がしやすくなる 
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【５階建て断面イメージ】 

【５階建て 特徴】 

・貸室機能と保健センターをそれぞれ１フロアにまとめることが可能 

 

 

【４階建て断面イメージ】 

【４階建て 特徴】 

・保健センターを１フロアにまとめることが可能 

・1 階に広がりのあるマルチスペースを計画可能 
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 ⑷ 建設規模 

公共施設等総合管理計画を踏まえ多機能化・複合化による総量抑制を図ることを前提に、

施設の規模は、延床面積３，５００㎡を基本とし、個別機能の他に多数の市民の利用が可

能な多目的室やマルチスペース、家事実習室を設置します。 

【機能分類別の面積と想定スペース】 

分 類 主な機能（事業） 面積 
想定スペース 

（）は共有 

保健福祉の

総合的支援

の充実 

保健衛生 保健センター 

おおむね 

1,020㎡ 

事務室、相談室、各種健康相談

室等、検査室・消毒室、（会議

室）、（事業実施スペース）、（作業

準備室）、保育室、ひろばスペース 

子育ち・子育

て支援 

子ども家庭支援センター 

ファミリー・サポート・センター 

地域における

多様な交流

や活動の推

進 

地域福祉の

担い手づくり 

ボランティア・市民活動センター 

（災害ボランティアセンター）  

（仮称）市民協働支援センター 

おおむね 

135㎡ 

事務室、（会議室等多目的スペー

ス）、（ボランティア作業室） 

多様な市民の

交流 

多目的室 

マルチスペース 

家事実習室 

（印刷コーナー） 

おおむね 

710㎡ 

多目的室、マルチスペース、家事

実習室、印刷スペース等 

参加と協働

による地域

福祉活動の

推進 

総合相談、啓

発、情報発信 
福祉総合相談窓口 

おおむね 

20㎡ 
事務室、相談室 

福祉サービス

の利用促進 

自立相談サポートセンター 

権利擁護センター 

障害者就労支援センター 

福祉オンブズマン 

おおむね 

180㎡ 事務室、相談室、（会議室）、（作

業室） 

社会福祉協議会 社会福祉協議会事務局 
おおむね 

35㎡ 

その他附帯設備等 
必要面積 

（別途調整） 
倉庫、更衣室等 

小           計 
おおむね 

2,100㎡ 
 

共 用 部 相 当 分 
おおむね 

1,400㎡ 

玄関ホール、廊下、階段、トイレ、

多目的トイレ、エレベーター、エレ

ベーターホール、電気室等各種設

備室など 

合           計   3,500㎡  

※10/24 配布資料 12 頁の図を修正・移動 
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⑸ 施設整備・事業費のスケジュール 

本施設は平成３３年度竣工までのスケジュールを下表のように想定し、延床面積３，

５００㎡を前提とした総事業費、約１６億６千万円と試算しています。 

 

【施設整備・事業費のスケジュール】 

（※1）財源については基金繰入の他、地方債や国都補助金等の活用に努めていきます。 

（※2）消費税率は、平成２９年度から平成３１年度までは８％、平成３２年度以降は１０％ 
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７ 管理運営  

【管理運営方法】 

市では多様化する市民ニーズに、より効果的に、効率的に対応するため、公の施設の管

理に民間等の能力を活用し、市民サービスの向上と経費の削減等を図ることを目的として

指定管理者制度を導入しており、旧福祉会館においても指定管理者制度を導入して建物の

管理運営を行っていました。 

新施設においても、効果的・効率的に施設管理を行うため、最適な管理運営体制を検討

します。 

 

【現在の業務形態】 

（※）社会福祉協議会自主事業 

  

 機能名称 直営 委託 

福祉総合相談窓口  委託を検討 

保健センター 相談事業 健診事業 

子ども家庭支援センター 子育て相談、その他 親子あそびひろば 

ファミリー・サポート・センター  〇 

ボランティア・市民活動センター  ※ 

災害ボランティアセンター  〇 

（仮称）小金井市市民協働支援センター  〇 

小金井市生活困窮者自立支援事業(自立相談サポート

センター) 

 〇 

福祉サービス総合支援事業（小金井市権利擁護センター

ふくしネットこがねい） 

 〇 

障害者就労支援センター  〇 

小金井市福祉サービス苦情調整委員（オンブズマン） 〇  

小金井市社会福祉協議会（事務室等)  〇 

※10/24 配布資料を修正 
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８ 災害時危機管理 

 

⑴ 災害に強い、安全な施設 

    新福祉会館として、普段から多くの人が利用するだけでなく、大規模災害発生時にお

ける、災害ボランティアの活動拠点としての役割を果たすため、必要な耐震安全性や機

能を備えた施設を目指します。 

 

  ⑵ 災害時の機能転換について 

    大規模災害時等の非常事態には、多目的室や各事業スペース等の災害時機能転換を

円滑に行えるように、機能転換方法等について検討を行います。 

 

⑶ 災害ボランティアセンターの設置 

    小金井市と社会福祉協議会は「災害時におけるボランティア活動支援に関する協定

書」を平成１７年８月９日に締結しています。社会福祉協議会、市民活動団体との連

携を強化するとともにボランティア活動体制の強化を推進します。 

    災害時における自助・共助・公助について地域とともに考えるリーダー的な役割を

果たす施設となるよう検討します。 
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９ 基本計画策定の経緯 

 ⑴ （仮称）小金井市新福祉会館建設に関する庁内検討委員会 

  ア 期間 

    平成２９年４月１３日～平成３０年３月３１日 

  イ 検討内容 

    （仮称）小金井市新福祉会館（以下「新施設」という。）建設に当たり、新施設に求め

る基本理念、建設場所、建設規模、機能等について、建設の前提となる基本的な考え方

を示す新施設建設基本計画の策定において必要な事項を検討し、及び協議する。（設置要

綱抜粋） 

 

【検討内容一覧】 

区分 開催日程 検討内容等 

第１回 
平成２９年 

４月１４日 

○ 検討委員会の目的及び設置要綱の説明 

○ 福祉保健部案及び市民説明会の説明 

第２回 
平成２９年 

４月２７日 

○ 市民説明会結果報告 

○ 理念・機能と事業展開の整理 

○ 建設場所及び規模等について 

第３回 
平成２９年 

５月１５日 
○ 理念・機能と事業展開の整理 

第４回 
平成２９年 

５月３０日 
○ 理念・機能と事業展開の整理 

第５回 
平成２９年 

６月７日 
○ 理念・機能と事業展開の整理 

第６回 
平成２９年 

６月１５日 
○ 理念・機能と事業展開の整理 

第７回 
平成２９年 

６月２３日 

○ 理念・機能と事業展開の整理 

○ 建設場所及び規模等について 

○ 建設基本計画（素案）について 

第８回 
平成２９年 

６月２９日 
○ 建設基本計画（素案）について 
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⑵ （仮称）小金井市新福祉会館建設基本計画市民検討委員会 

  ア 期間 

   平成２９年７月７日～平成２９年１２月３１日 

 イ 検討内容 

（仮称）小金井市新福祉会館（以下「新施設」という。）建設に当たり、新施設に求め

る基本理念、建設場所、建設規模、機能等について、建設の前提となる基本的な考え

方を示す新施設建設基本計画の策定において必要な事項を検討し、及び協議する。（設

置要綱抜粋） 

 

【検討内容一覧】 

区分 開催日程 検討内容等 

第１回 平成２９年 

７月７日 

○ 委員顔合わせ 

○ 委員長・副委員長選任 

○ 建設基本計画（素案）説明 

○ 建設場所の検討（確定） 

施設見学 平成２９年 

８月２１日 

○ 所沢市 「子どもと福祉の未来館」 

○ 三鷹市 「元気創造プラザ」 

第２回 平成２９年 

９月１２日 

○ 基本理念の検討 

○ 導入機能等の検討 

第３回 平成２９年 

１０月６日 

○ 導入機能等の検討 

○ 建設基本計画（案）作成 

第４回 平成２９年 

１０月２４日 

○ 導入機能等の検討 

○ 建設基本計画（案）作成 

第５回 平成２９年 

１１月７日 

○ 建設基本計画（案）確定 

 平成２９年 

１１月 

○ パブリックコメント実施 

第６回 平成２９年 

１２月 

○ パブリックコメントを踏まえた建設基本計画確定 
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１０ （仮称）新福祉会館建設に向けたこれまでの経緯 

時 期 内     容 

昭和４３年３月 （旧）福祉会館建築 

平成２３年３月 

（旧）福祉会館耐震診断委託において、耐震補強等の対策が必要であり、建物全

体に対しても補修等の改善が必要であるとの診断を受け、耐震補強工事等庁内検

討委員会を設置 

平成２３年３月 

～平成２４年３月 

庁内検討委員会における検討の結果、耐震工事は行わず最終的な場所は決定し

ないが建て替えを行うことを決定 

平成２４年４月 

～平成２６年６月 

福祉会館の整備等に関する庁内検討委員会を設置し、検討の結果、耐震補強工

事を行うことが現実的と判断するとともに、建て替えに向けた課題の整理について

協議・検討を継続 

平成２６年７月 
保健福祉施策における制度変更等、将来を見据え、新たな基本理念のもと、新たな

場所で施設を建設することを決定 

平成２６年１２月 
建設予定地を本町暫定庁舎用地とした平成３１年度竣工目標の（仮称）新福祉会

館建設計画(案)を策定 

平成２７年１２月 

（仮称）新福祉会館建設検討委員会(第１回)開催 

※以降の開催はせず、平成２８年１０月に解散 

市長交代に伴い（仮称）新福祉会館建設に係る事業を中断 

平成２８年３月 

～平成２８年８月 

庁内にプロジェクトチームを設置し、新庁舎建設において本庁舎・第二庁舎・福祉会

館・図書館・前原暫定集会施設・本町暫定庁舎を複合化することの調査、検討実施 

平成２８年１０月 

小金井市議会「新福祉会館と新庁舎の早期建設を求める決議」を全会一致で可決 

６施設複合化をゼロベースで見直すことと合わせ、新庁舎・新福祉会館・清掃関連

施設の再整備を一体的な課題とし、早急な検討に着手 

平成２８年１２月 新庁舎及び新福祉会館は、平成３３年度竣工を目標とすることを表明 

平成２９年１月 

～平成２９年３月 

福祉保健部内で、（仮称）新福祉会館建設計画について検討し、「（仮称）新福祉会

館建設に係る検討結果報告書」を策定 

平成２９年４月 （仮称）小金井市新福祉会館建設に関する市民説明会を開催（２回） 

平成２９年４月 

～平成２９年６月 

（仮称）小金井市新福祉会館建設に関する庁内検討委員会を設置し、新施設に求

める基本理念、建設場所、建設規模、機能等について調査、検討を行い、「（仮称）

小金井市新福祉会館建設基本計画（素案）」を策定 

平成２９年７月 

～平成２９年１２月 

（仮称）小金井市新福祉会館建設市民検討委員会を設置し、新施設に求める基本

理念、建設場所、建設規模、機能等について、建設の前提となる基本的な考え方を

示す新施設建設基本計画の策定において必要な事項を検討、協議を行い、「（仮

称）小金井市新福祉会館建設基本計画」を策定 


